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施設監視型の林道管理

豊田市 産業部 森林課 林道担当 西田 卓弘

1

①



背景 2

ゲリラ豪雨等により
林道施設が被災

Ｒ３から林道パトロールを豊田森林組合に委託
（Ｒ２まではOB会計年度任用職員が在籍・担当）

Ｒ２に職員が市内林道を確認、排水施設台帳を作成

維持管理費の増加
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A:全路線の同一水準管理が困難
→各林道の特性に合う管理手法が必要

B:修繕等の繰り返しが高頻度
→被害が重大化する前の対策が必要

C:林道の老朽化の進行と職員の減少
→効率的な維持管理手法が必要

被災した林道

問題と課題
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A: 維持管理の
優先度設定
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施設監視型の林道管理

B: 林道施設の
健全化

C: デジタル機器の
活用

施設監視型の林道管理
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 基本区分より優先度設定

２地区で閉鎖型管理の開始

全７地区のうち４地区で分類完了

４つの基本区分

優先度
高低

閉鎖型 開放型

閉鎖型管理

生活道としての機能 低 高
木材生産の有無 無 有
重要施設の有無 無 有
利用頻度 低 高

利用の見込みがない路線は廃道

A:維持管理の優先度設定
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 机上調査を上記の表へ実施

 現場調査の後、表を完成

A:維持管理の優先度設定
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業務委託で施設点検、施設清掃、通常巡視を実施
施設の点検や清掃を行い、被害を防止

通常巡視は優先度の高い路線を中心に実施

施設点検

詰まりを繰り返す施設に対しては機能強化を検討

施設清掃 通常巡視 機能強化

B:林道施設の健全化

⑦
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施設清掃完了

機能強化（流入側） 機能強化（流出側）

新設

既設

B:林道施設の健全化

施設清掃前
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・通常巡視
・施設点検 ・施設清掃

・機能強化

１現場あたり１００万円程度の修繕費を要する
洗掘等を防止

林道施設の健全化 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
通常巡視(委託)

（1班体制） 施設点検(委託)
施設清掃(委託)
機能強化（工事）
災害巡視(委託)

B:林道施設の健全化

⑨
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紙へ記入 書類作成 書類
蓄積

タブレット
へ入力 帳票出力 データ蓄積

（GIS）

現場 事務所 報告

従来

今後

年間約２２０時間の業務時間を削減

C:デジタル機器の活用
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出力される報告書
入力画面

C:デジタル機器の活用
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・通常巡視
・施設点検 ・施設清掃 ・データ蓄積（GIS）

・分析・維持管理優先度の検討

上記サイクルを開始し、災害費用の削減効果を検証

・機能強化

タブレットの活用

運用をしながら、業務改善を随時実行

３つの課題に対するアプローチがサイクルを形成

施設監視型の林道管理サイクル
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